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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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訪問調査日 　令和　　8　年　　3　月　　6　日

自然豊かな君津市尾車の里山にあるグループホームです。ご利用者はユニットを9人で1グループとし、それぞれ役割を持ち、協
力しながら生活をしています。敷地内には、障害者施設、特別養護老人ホームなどがあり、緊急時には協力体制がとれるように
なっています。また、山や田畑があり、四季の花々や植物など一年中楽しめます。まだ、コロナ禍前のようにはいきませんが、前
年度に比べて、ご家族や自治会の方、ボランティアの方々をお呼びしてのイベントを少しずつ増やして、ご利用者と外部の方との
交流の機会を今後も増やしていければと思っております。ホーム内でも、焼き芋、干し柿作り、松ぼっくりやどんぐりなどで飾り作
り等自然を活かした、また季節感を感じられる楽しい企画を増やして、ご利用者が、メリハリのある生き生きとした生活が送れるよ
うに、職員一同努力していきたいと思っております。また、自治会の方々と運営推進会議等で地域の防災について話し合い、BCP
の見直しも含め、今後の災害に備えていきたいと思っております。			

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
事業所は緑に囲まれた落ち着いた環境に位置し、利用者が四季の移ろいを感じながら穏やかに生活できる環境があります。ま
た、いちご狩り、移動動物園を利用した動物との触れ合いなどを通して理念である「あらゆる人に生きる力と希望を与える」を実践
しています。また、日々の関わりから得た気づきを職員間で共有しながら支援に活かしています。介護計画はケアマネジャーを中
心に職員が参加するケース会議で検討し、面会時や電話等で家族の意向を確認しながら見直しています。身体拘束を行わない
ケアについても委員会活動や研修を通して職員間で共有し、組織的に取り組んでいます。また、運営推進会議や認知症カフェの
開催などを通して地域とのつながりを大切にし、地域の一員として暮らし続けられるよう支援しています。また、職員からの食レク
の突発的な提案にも柔軟に対応するなど、全職員で作り上げる運営を実践しています。今回中止になったレクレーションの遠出
計画を、次回は更にバージョンアップして、目的地で利用者と家族が合流して一緒に楽しむという新企画を計画しています。利用
者・家族の両方の満足度を向上させる新企画に期待します。

基本情報リンク先
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

身体拘束廃止委員会を定期的に開催し、その中で事例検討会
等を行い、また、施設内研修は、非常勤含め全職員年2回行っ
ている。職員全体として身体拘束を行わないケアに取り組んで
いるが、（ベッドの4点柵等）止むを得ず身体拘束を行う場合に
は、ご家族やご本人に相談し同意を得ている。玄関の施錠に関
しては、周囲が山に囲まれた環境で、行方不明になった場合に
は捜索が困難な為、施錠する事はご家族にお話している

身体拘束廃止委員会を設置し、委員長の介護リーダーのもと管
理者や介護員が参加して事例検討を行っています。また、施設
内研修は非常勤職員を含め全職員を対象に年２回実施し、講師
は介護リーダーが務め、教材や資料も作成しています。やむを得
ず対応が必要な場合は本人や家族に説明し同意を得ています。
玄関の施錠についても地域環境を踏まえ、家族に説明し理解を
得ながら対応しています。

虐待防止委員会を定期的に開催し、勉強会やア
ンケートで職員が虐待と認識しているかなどの意
識調査を行い、また、施設内研修は、非常勤含
め全職員年2回行い、施設全体として虐待防止
に努めている

運営推進会議は、令和7年度も、特養やすらぎの里・尾車と合
同でほぼ二カ月に一度、開催できている。会議の場で、外部の
方やご家族等のいろいろとご意見をきく中で、こちらも初めて気
づく事もあるので、令和8年度も感染対策をしながら、できるだ
け二カ月に一度開催し、今後も事業所のサービス向上に努め
ていきたいと思う

運営推進会議は特養やすらぎの里・尾車と合同で概
ね２か月に１回開催しています。市役所介護保険課
職員、利用者家族代表等が参加し、取組を共有して
います。会議では「声が聞こえにくい」との家族の意
見を受け、会議場所や座席配置を見直しをするな
ど、会議で得た意見をサービスの改善につなげてい
ます。

市の担当者の方々には、運営推進会議に参加してい
ただき、こちらのサービスの取り組みや活動報告を
行っている。また、防災についても会議で話す事があ
り、自治会を含め尾車地区の災害の特色や防災につ
いても相談し、協力関係を得られるように取り組んでい
る

市の介護保険課職員が運営推進会議に参加し、事業所はサー
ビスの取り組みや活動状況を報告しています。会議では防災に
ついても意見交換を行い、自治会とともに尾車地区の災害特性
を踏まえた地域での協力関係づくりを進めています。また、市が
開催する介護入門研修に協力し、仕事内容の紹介や施設内の
様子を映像で伝えるほか、会場で直接説明を行っています。

理念は、地域密着型サービスの意義を踏まえて明確
に定められています。職員には入職時の説明や毎年
度の目標周知を通して理解を図り、全職員で共有し
ています。また、理念はエントランスに掲示し、訪問
者等にも周知しています。さらに、職員は理念や目標
を名札とともに携帯し、日常業務の中で意識づけを
行っています。

管理者が自治会の会議に参加したり、職員、利用者が地区の
行事に参加したり、こちらの行事に自治会の方々を招待をした
りなどの交流があった。コロナ禍後も、イベントの自粛や内容自
体が大幅に変更されたりなど以前と変化してきているので、感
染対策をしながら行えるような交流の場や地域のイベントに参
加できるように今後も検討したいと思う。

管理者が自治会会議に参加し、職員や利用者が地区行
事へ参加するほか、事業所行事に自治会関係者を招く
など、双方向の交流を行っています。コロナ禍以降の開
催方法の変化にも対応し、感染対策を講じながら交流
の機会を確保しています。今後は以前のイベントへの参
加を検討し、地域の一員として主体的に関わっていま
す。

地域との交流を深めるため、コロナ禍により途
絶えていた地域イベントへの参加について検討
を進めていくことを期待します。また、主催する
イベントについても施設内にとどまらず、他の場
所での開催などを工夫し、グループホームの認
知度向上につながる取り組みを進めていくこと
を期待します。

コロナ禍以前は、自治会の方々とご利用者の触れ合うイベントを企画した
り、認知症についてのミニ講座を開催したりとの交流があった。現在は、運
営推進会議の際に代表のご利用者に参加していただいているのと、活動
報告が主になっている。また、法人で自治会の方を数人雇用しているの
と、同敷地内の特養に自治会の方がご利用者で入居されたりと、認知症
についての相談等も受けている。自治会も高齢化してきているので、地域
ににとって安心できる場となればと思っている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

法人としての理念については、入職時に説明し
ている、また、目標は毎年、全職員に伝え、常に
名札と一緒に携帯している

2/9



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

福祉施設は、まだまだコロナ等の感染に関して慎重に対応せざ
るを得ない状況にある為、なかなか同業者との交流の場を設け
るのが難しいが、今年度からは、集合型の研修にも参加してい
る。そのような場で、他の事業所の方との交流も少しずつできる
ようになってきている。今後も、職員が他の事業所との交流、研
修の場になるべく参加できるようにし、サービスの質の向上に
努めていきたいと思う。

年に一～二回、職員によっては、年に数回、面接を行い、個人
目標や達成状況を把握し、それぞれの”頑張り”を公平に評価
するようにしている。正規職員への希望や仕事内容についてな
どの相談だけでなく、プライベートや人間関係などが仕事にか
なり影響する職員もいるので、管理者は、気になる職員には、
少しの時間でも相談にのるように心がけている。

外部研修に関しては、今年度からは、集合型の研修にも参加し
ている。内部研修については、自己学習でアンケート形式の報
告書を提出し、誰がどのくらい理解できているかを把握するよう
にしている。また、介護系の資格取得の希望や受けたい研修な
どの希望はできるだけ応じている。また、法人全体として、資格
取得応援制度もある。

面会時や電話等でご家族とコミュニケーションを図り、又、毎日
の日々の中でご利用者一人一人の思いを汲み取るように努め
ている。昨年度からは、運営推進会議にご家族も参加していた
だいて、ご意見、ご要望をお聞きして、サービスの向上に取り組
んでいる

事業所は面会時や電話で家族と連絡を取り、日々の生活の中で
利用者一人ひとりの思いを把握するよう努めています。また、運
営推進会議に家族が参加し、意見や要望を直接伝える機会を設
けています。家族からは面会や電話を中心に意見を聞いていま
す。面会制限時には家族の要望を受け、敷地内散歩やウッド
デッキでの面会を行うなど、状況に応じた対応を行っています。

職員からは、職員会議等で仕事場への要望や意
見を提案してもらう。また、年度始めや末等で個
人面接を行う時に個人の意見や提案をだしても
らう機会がある。

職員は職員会議で業務に関する意見や要望を提案して
います。また、年度始めや年度末には全職員を対象に
面接を行い、個々の意見や提案を聞く機会を設けていま
す。日常の相談は管理者に加え介護リーダーも対応し、
職員が相談しやすい体制を整えています。職員の意見
や悩みを把握しながら、職場環境の改善や運営への反
映に取り組んでいます。

ご利用者の中に後見人制度を利用されている方が二人いらして、最
初に後見人制度を利用される際に、市の職員や以前の担当ケアマ
ネ、以前住まわれていたアパートの大家さん等とご本人を交えて会
議を行い、制度についての説明や後見人の方のできる事、できない
事なども含め勉強会も含め今後についての話し合いをしている。以
前よりは、職員にとっても、身近な制度になっていると思うが、今後、
職員に対して、勉強会、研修の必要性を感じている。

基本は、入居前にご家族に見学に来て頂き説明を行っ
ている。高齢や遠方などの理由で見学などが困難な場
合には、電話や郵送で対応している。契約時には、十
分に説明し、不安や疑問、意向を聞き、同意を得てい
る。契約に関して、改定があった場合には、手紙や電
話で説明し、同意を得ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

コロナ等の感染防止の為、現在、面会は、ご家族のみ
に限らせていただいているが、ご利用者によって友人、
知人との面会が必要と思われる場合は、そのように対
応している。ご家族、知人や友人から電話が本人宛に
くると、ご本人につないでいる。また、ハガキや手紙等
もご家族に確認後、ご本人に渡している。

感染対策のため面会は家族を中心に行っていますが、必要に応
じて友人や知人、親戚等の面会にも対応しています。面会は多
目的ホールで行います。友人や知人から本人宛に電話があった
場合は本人につなぎ、手紙やはがきも家族に確認のうえ本人へ
渡しています。通院時の付き添いにも対応し、利用者がこれまで
築いてきた人との関係が継続するよう支援しています。

ご利用者同士の人間関係を把握し、トラブ
ルにならないように職員が仲介し、また、ご
利用者一人一人に合った役割を決め、お互
いに支えあえるような支援に努めている。

職員は、人生の先輩であるご利用者から何
かを教わったり、励ましあったりといった関
係を築き、ご利用者と一緒に生活するという
意識をもつようにしている。

主に面会時や電話時にご家族にご本人の
様子を話し、一緒にご本人について話し合
い、相談し合い、共に支えていく関係を築い
ている。

入居前の面談で、ご自宅の様子、これまで
の生活歴、不安に思う事、疑問に思う事、要
望等を十分に聞き取り、入居後も日常の様
子をご家族に報告し、相談したりと信頼関係
に努めている。

相談時にご本人、ご家族にとって、必ずしも直ぐ
の施設入居が良い場合ばかりではないので、担
当のケアマネの方も交えて、在宅の他のサービ
スも視野にいれつつご本人にとって一番安心で
きる最良の生活とは何かを考えるように努めて
いる

ご家族のみ相談に来られる場合が多いが、ご本
人が一緒に見学、相談に来ていただいた時に
は、当グループホームや介護保険等に関して、
疑問に思うこと、不安な事やご要望などをお聞き
して、安心していただけるように努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

何かいつもと違う事などがあれば、個人のケース
記録に、具体的に支援の内容と様子を記入して
いる。日々気づいた事があれば、職員が申し送り
ノートに記入し、必ず、業務前に読み、サインを
する事になっている。また、会議や打ち合わせ等
で、情報の共有を行っている。

同法人、同敷地内に特養があり、ご本人の介護度が進み、グループホー
ムでは対応が難しくなった場合などは、特養のへの入居も視野にいれて
検討できる。また、特養のショートステイを利用されている方で、グループ
ホームの方がご本人に合うのではないかと思われる方は、特養のケアマ
ネ、ご家族、管理者と相談し、入居されるというケースもある。同敷地内の
障害者施設や特養の看護師や栄養士などの支援も得られるような体制に
なっている。

グループホームの一日のおおまかな日課は決まってい
るが、お声かけして、ご本人の気が乗らない場合は、ご
本人の好きなように過ごしていただき、血圧や顔色、普
段と違う行動など、小さな変化にも気づけるような支援
をしている。又、本人のできる事は、なるべくそのまま
継続していただけるようにケアしている。

ご家族とは面会時や電話で連絡や話し合い、ご
家族、ご本人の要望、意向を伺い、ケース会議
等で、課題、問題点を話合い、介護計画を作成
し、ご家族、ご本人へ説明し、理解していただい
ている。

介護計画はケアマネジャーを中心に、介護職員や管理者が参加
するケース会議で検討し、利用者や家族の意向を踏まえて作成
しています。面会時や電話で家族と連絡を取り、日頃の様子や要
望を共有しながら計画に反映しています。介護計画は概ね半年
ごと、または利用者の状態変化に応じて見直しています。

退所直後は、ご家族や入所先からの相談のある
方には、できるだけ相談や支援をするように努め
ている。また、独居になられたご家族などからの
相談や支援に努めている。

認知症の方は自分の希望や思いを伝えるのが
難しいので、ご利用者との普段の関わりの中で、
個人個人の思いや、ご希望を把握し、なるべくご
本人のご希望に合う生活をしていただけるように
支援している。

面談はなるべく、自宅を訪問させていただいて、自宅の
間取りや生活の様子を見させていただきながら、ご本
人、ご家族とお話しさせていただいて、担当ケアマネが
ついている場合には、ケアマネの方からもそれまでの
サービス利用状況等の情報を訊き、なるべくご本人に
関して細かな情報を得るように努めている。

職員は日常の関わりの中で利用者一人ひとりの様子や
好みを把握し、思いや希望の理解に努めています。意
思表示が難しい場合でも、表情や生活の様子を丁寧に
見ながら本人の思いをくみ取るよう心がけています。ま
た、本人に直接確認する機会を大切にし、日頃の関わり
の中で得た情報をもとに、本人の希望に沿った生活とな
るよう支援しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

自家発電機が設置され数日の停電は心配
が無くなった。いろいろな場面を想定した避
難訓練は年３回行っている。運営推進会議
で自治会や市役所と毎回災害時の話し合い
を行っている。

消防訓練（避難訓練）を年３回行っています。 終了後
は「消防訓練実施報告書」を消防署に提出し、報告
書を作成し保管しています。地域連携としては自治
会や市役所との話し合いや、運営推進会議に現状を
報告をし議事録を公開します。BCP対策は感染症と
災害について整備をしています。実態に合わせ職員
が理解しやすいように文章や構成の変更を行いまし
た。

ご家族には都度状態を報告しており、メゾンでの
生活が難しくなる前に、早い段階で同法人の特
養があることを伝えている。入所時に終末期は
看取りをしないことは説明している。ギリギリまで
メゾンで看てほしいとの希望が多く、ご本人がメ
ゾンで少しでも長く暮らせるよう、ご家族・職員と
話し合い支援している。

家族には入所契約時にメゾンでの生活が困難に
なる場合については同法人の特養施設があること
や、終末期は看取をしない事について説明をして
います。家族からはギリギリまで看て欲しいと希望
が多く、終末期に向けたあり方を家族と話合い施
設で可能でかつ納得いただける方法で支援してい
ます。

研修を行っている。事故が起きた場合は事
故報告をもとに、直ぐに検証している。急変
時はできるだけ多くの職員に対応をしている
ところを実際に見てもらっている。

メゾンには看護師はいないが、各部署に看
護師がいるため協力してもらえている。予防
接種等もメゾン内で行ってもらえる。

入院時はご利用者のサマリーを持参し、家
族と一緒に同席している。日頃の注意事項
等関係者に伝え情報共有できている。入院
したことで認知機能が更に低下してしまうの
で入院先と情報を共有し早期に退院の受け
入れが出来るよう努めている。

各部署との交流ができている。コロナ後初めて自
治会の方や各部署を呼び認知症カフェを開催し
ている。メゾンの場合はメゾンDeカフェと言ってご
利用者が看板や小物作りをし、当日はウェイトレ
スや会計係等、全ご利用者が役割を持ち、外部
の方をもてなしている。
入所時に本人、家族に希望を聞き、引き続きか
かりつけ医を変えたくない方は基本ご家族対応と
しています。協力医の場合は月3回の往診と、随
時通院している。受診した場合は緊急であれば
電話で説明し、それ以外はメゾン便りに書き込ん
でお知らせしている。協力医とは連携し速やかに
対応できている。

かかりつけ医を引き続き希望する利用者は家族が医療
機関に連れて行く方法で対応しています。 協力医の月３
回往診の他に利用者は随時通院が出来ます。診察結
果は緊急であれば電話で、通常は施設から発行する
「やすらぎメゾン便り」で家族へお知らせします。 入院が
必要な場合は協力医と連携し速やかに対応していま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

食事の量等は毎月の体重測定の結果や日々の
職員からの報告をもとに提供している。箸が使え
なく手づかみになってしまう方は、小さなおにぎり
などにして、出来るだけ自分の力で食べられるよ
う工夫している。水分量は１日１５００mlを目標と
し、一人一人の好みの温度や飲み物を選んで提
１日３回口腔ケアを行っている。義歯も無く
歯茎の方は、マウスウォッシュでうがいをし
ていただく。

本人の気に入ったスタイルがそれぞれあり、それ
にそって服をお出ししたり、声掛けをし服を着て
いただいている。女性では企画ごと化粧やネイ
ルをお勧めし、おしゃれを楽しまれている。男性
は基本、毎日髭を剃るが、伸ばしたい方はこちら
で整えている。
入所時に、ご飯・お粥・パンか、硬さや形状、好き
嫌い等を聞き、一人一人の希望に添えるようにし
ている。食レクは何かしらの役割をしていただき
参加出来るよう支援している。午前中毎日ドリッ
プコーヒーをいれ職員とご利用者と一緒に会話し
ながら楽しんでいる。

入所時に、ご飯・パン、硬さ、好き嫌い等を聞き、一人ひ
とりの希望に添えるよう努めています。調理や盛り付け
は職員と利用者が一緒にすることで、利用者が参加へ
の充実感をもて且つリハビリを兼ねた支援としていま
す。食事時間も利用者のペースに合わせ制限を設けず
心から食事を楽しむことができるよう配慮しています。

なるべく選択の機会を作り自己決定してい
ただいている。ドライブの行先や、今日何を
して過ごしたいか、味噌汁の具は何が良い
か等小さなことだが希望を聞けるよう努力し
ている。

レクや散歩、体操等、強制せず本人の
希望を毎日聞いて支援している。消灯
や起床時も声掛けはするが、個人の
ペースを尊重している。

プライバシー保護の研修は行っている。一
人ひとりの人格を尊重し、言葉使いや態度
に気を付けている。ご利用者によって地域
の方言を使った方がコミュニケーションが取
れる場合があるので、使い分けている。

プライバシー保護の研修は年間研修計画に沿って全
職員が受講しています。 職員は利用者の日々の状
況を各ユニットの「ケース記録」に書き込み課題点な
どを共有しています。 利用者によってあえて方言（な
じみの言葉）の方が伝わりやすい場合があり、言葉
がけに工夫をしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ドライブはどこに行きたいかの希望を聞いて
出かけている。初詣、花見、いちご狩り、紅
葉などの大きな企画の他、ちょっとした気分
転換のドライブにも行っている。誕生日１日
外出を計画していたが、当日体調不良によ
り実行できなかったので来年度は実行した
い。

利用者が楽しめるよう散歩、車を使用（イチゴ狩
り、マザー牧場、海岸など）して自然を楽しみま
す。 散歩は可能な利用者は全て行きます。近隣
のイチゴ狩り等は毎年実施をしていますが、今回
企画した遠出が利用者の体調不良で中止になり
ました。次回は目的地で家族と合流し一緒の時間
を楽しむ新たな企画で挑戦します。

今回の企画を更にバージョンアップし
た、利用者と家族が目的地で合流し
て一緒に楽しむという新企画の実施
に期待します。

薬の情報が確認できるように個人ファイル
と、ユニット別にファイルを作っている。臨時
薬や薬が変更になった時は申し送りで注意
事項を伝えている。

ご利用者一人ひとりが何が出来るのかを職
員は見つけ出し、仕事として提供している。
企画ごとにノンアルコールビールを提供し喜
ばれている。それぞれが自分のやりたいこ
とが出来るよう努力している。

午後から一人ずつ時間制限なくゆっくりと入って
いただいている。入浴拒否の方も相性の良い職
員に変えたり、声掛けに工夫したりして入浴して
いる。本人の状態の変化によって、機械浴か一
般浴を使用するか決めている。職員によっては
アロマオイルを使用している。

浴室は２室あり一方は機械式です。拒否をする利
用者もいますが、職員が巧みに誘導し入浴させま
す。同性介助が基本ですが職員との相性の関係
で担当を指定する場合があります。 入浴に時間
制限は設けないので普段聞くことができない話を
利用者から聞くことができます。

好きな時間に休息できるようにしている。昼
夜逆転しないように気を付け、日中は興味
の持てるレクなどを行い参加していただき、
夜間よく眠れるように支援している。

一人ひとり排泄のパターンが違うので、時間
や声掛けの工夫をしている。本人の排泄状
況に変化が見られた場合は直ぐにオムツ担
当者と話し合い、こまめにパッドやリハビリ
パンツの種類を変えている。

排泄については日々個人の状況を「ケース記録」
に書き込んで職員が共有します。 紙パンツ利用
者は８割いますが細かな支援で布パンツへの切り
替えができた利用者もいます。排泄表に基づいた
声掛けや体調の変化を観察し自立を維持できるよ
う支援をしています。

毎日のヨーグルト、ヤクルトは続けている。
出来るだけ多くの野菜とキノコを摂れるよう
食事作りにも気を付けている。毎日１時間以
上の体操も続けている。天気が良ければ散
歩にも行くようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

歩行に問題のある方はトイレの近い居室に
したり食席も廊下に出やすい位置にしてい
る。一人ひとりの動きに合わせ安全に暮ら
せるよう日々職員と検討している。

ユニット分けはしているが、どちらのユニット
に遊びに行ってもいいようにしている。食席
は相性を考えリラックスして過ごせるように
している。テレビが好きなご利用者は見やす
い位置にしている。

タンスとベッドは備え付けになっているが使用す
るかはご家族と本人に任せている。入居時に、
使い慣れた家具等を持ってきていただけるよう伝
えている。居室内のレイアウトは一人ひとりの動
き方によって変えている。ベッドでなく布団の方も
いる。

居室にはタンスとベッドは備え付けていますが使
用するかはご家族と利用者に任せています。た
だ、安全を考慮してベッドを置かない利用者はい
ます。備品は冷蔵庫以外は希望する家具やテレ
ビ等を持ち込む事ができます。部屋は明るく清潔
感があり隅々まで清掃が行き届いています。

毎年ご家族に手作り年賀状を出している。
友達や親せきと手紙のやり取りをされてい
るご利用者も数人いる。

トイレや居室の臭いは芳香剤等を使用し気
を付けている。玄関や廊下には季節ごとに
摘んできた花や、ご家族が差し入れてご利
用者が活けた花、法人で作っているカラー
等飾っている。毎月皆さんで制作したカレン
ダーを生活室に飾っている。

ホームの敷地内のハウスで育てたカラー（花の
名）を玄関に飾っています。居間は広く明るく利用
者は何かしらの創作（手作り）や談話を楽しんでい
ます。廊下の壁には１０周年記念行事の写真や、
イベントの写真で溢れ利用者の記憶の維持に役
立っています。カレンダーも毎月創作し居間を飾っ
ています。

メゾンDeカフェでは店員になることでお金の
やり取りをすることも目的の一つとしている。
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